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Peter Beger, Grace Davie, Effie Fokas 
Rell恕'Ïous America, Secular Europe? 

A Theme and Variations 

〈書評〉

正義

は
じ
め
に

鈴木

こ
の
本
で
展
開
さ
れ
る
議
論
の
中
心
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
持
つ
宗
教
観
の
相
違
を
、
宗
教
的
・
世
俗
的
と
い
う
観
点
か

ら
問
い
直
す
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
宗
教
観
の
差
異
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
圏

Ashgate Publishing Company, 2008 

で
あ
る
米
・
欧
の
比
較
か
‘
ら
明
ら
か
と
な
る
、
。
}
旦
伯
仲
一
同
区
々
(
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
)
に

対
す
る
姿
勢
の
差
異
を
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

不
信
仰
さ
に
驚
き
を
示
し
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ア
メ
リ
カ
人
が
宗
教
を
政
治
に

持
ち
込
む
こ
と
を
危
険
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
双
方
が
持
つ
宗
教
観
は
う
ま
く

噛
み
合
わ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
一
致
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
問
題
に
直

面
す
る
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
米
・
欧
両
大
陸
に
お
い
て
移
民
問
題

が
現
在
生
じ
て
い
る
が
、
移
民
の
流
入
は
宗
教
の
流
入
も
同
時
に
も
た
ら
す
。
こ
の

と
き
、
ど
ち
ら
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
立
場
を
取
り
、
排
他
的
な
姿
勢
を
と
る
。
特
に

イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
移
民
に
対
し
て
こ
の
現
象
が
起
き
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
モ

ス
ク
の
建
設
に
反
対
運
動
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ト
ル
コ
の
国
』
加
盟
に
つ
い
て
慎

重
な
姿
勢
で
の
議
論
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
宗
教
社
会
学
の
分
野
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
は
世
俗
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
主
張
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し
た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ほ
う
が
礼
拝
へ
の
参
加
率
や
信

仰
心
の
ス
コ
ア
が
極
端
に
低
い
、
と
い
う
分
析
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

本
書
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
性
が
実
は
、
見
せ
か
け
だ
と
反
論
し
、ヨ
l

ロ
ツ

パ
が
「
多
様
な
近
代
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
宗
教
性
は
消
失
し
て
い
な
い
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
一
方
で
著
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ど
ち
ら
も
世
俗
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化
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
宗
教
性
に
明
確
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。



で
は
、
両
大
陸
に
お
け
る
宗
教
観
の
差
異
と
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
た
の
か
。
本
書
で

は
、
歴
史
、
知
識
人
、
制
度
、
個
人
の
属
性
、
の
4

つ
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
に
原
因

を
希
求
し
て
い
る
。

本
書
は
三
人
に
よ
る
編
著
と
な
っ
て
い
る
。
監
修
者
の

-
g
q
r
回
目
G
m
円
(
ボ
ス
ト

ン
大
学
教
授
)
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
社
会
学
者
で
あ
る
。
彼
は
シ
ユ
ツ
ツ

(
∞n
v
g
z
u
〉
5
a
-

∞
3
1
3
3
)
に
学
び
、
現
象
学
的
社
会
学
や
理
解
社
会
学
の
思
潮

を
携
え
て
宗
教
社
会
学
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
代
表
作
『
聖
な
る
天
蓋
』
で
は
、
宗

教
が
私
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
本
書
で
も
こ
の
考
え
は
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

0
5
8
0

告
ぽ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
エ
ク
セ
タ
1

大
学
の
社
会
学
者
で
あ
る
。
彼
女
は

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
既
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
的
な
宗
教
性
が
世
界
的
に
見
て

例
外
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
「
多
様
な
近
代
」
と
い
う
概
念
に
早
く
か
ら

関
心
を
示
し
て
お
り
、
今
回
の
議
題
を
掲
げ
た
中
心
人
物
で
も
あ
る
。

本
書
は
こ
の
二
人
に
開
店
町
一
司
兵
訟
を
加
え
る
こ
と
で
イ
ス
ラ
ム
が
絡
ん
だ
議
論
の

展
開
に
深
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
彼
女
は
、

E
H
8
gロ
E
m
C
2
8
0
同
戸
印
刷
の
一
部
門
、

口
白
司
o
g
g
o

片
岡
阿
昼
間
g
ロ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
観
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
を
観
察
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
こ
の

三
名
の
著
者
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
も
世
俗
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
懐
疑
的

で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
な
ど
、
五
い
の

意
見
が
共
通
し
て
き
た
。
本
書
で
は
三
人
の
主
張
が
重
な
る
こ
と
で
そ
の
厚
み
が
増

し
て
い
る
。

内
容
紹
介

106 

本
書
は
、
七
章
構
成
で
あ
る
。
第
一
章
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
本
文
へ

の
導
入
部
で
あ
り
、
議
論
の
展
開
と
道
筋
を
示
し
て
い
る
。
後
の
具
体
的
な
議
論
と

し
て
は
、
第
二
章
で
「
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
的
な
差
異
」
(
一
五

頁
)
と
い
う
本
書
の
テ
1

マ
を
明
確
に
し
、
第
三
章
か
ら
第
六
章
に
て
、
四
種
類
の

考
察
を
行
う
。
各
考
察
は
、
歴
史
的
比
較
(
第
三
章
)
、
知
識
人
の
比
較
(
第
四
章
)
、

伝
達
制
度
の
比
較
(
第
五
章
)
、
ジ
ェ
ン
、
タ
ー
や
年
齢
な
ど
の
差
異
と
の
関
連
(
第
六

章
)
と
な
っ
て
い
る
。
第
七
章
は
終
章
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
米
・
欧

両
者
の
対
宗
教
的
政
策
を
考
察
し
、
宗
教
多
元
主
義
の
必
要
性
を
追
求
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
各
章
ご
と
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
二
章
「
宗
教
的
な
ア
メ
リ
カ
、
世
俗
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
?
」
で
は
、
本
書
の
テ
ー

マ
で
あ
る
宗
教
観
の
差
異
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
る
。
米
・
欧
双
方
の
社
会
調
査

の
宗
教
に
対
す
る
回
答
ス
コ
ア
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
礼
拝
へ
の
出
席
、
信
仰

心
、
牧
師
の
数
な
ど
が
高
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
一

方
で
、
両
社
に
共
通
す
る
の
は
、
移
民
の
流
入
と
都
市
化
に
よ
っ
て
、
人
々
が
「
多

元
論

e
z
E
Z
B
)」
と
い
う
考
え
方
を
持
ち
、
宗
教
が
市
場
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
宗
教
市
場
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
が
宗
教
的
晴
好
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
世

俗
的
曙
好
を
働
か
せ
た
結
果
、
宗
教
観
に
差
異
が
生
じ
た
と
い
う
。

第
三
章
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
1

・
歴
史
的
比
較
」
で
は
、
歴
史
的
視
点
か
ら
宗
教

観
に
お
け
る
差
異
の
発
生
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
元
来
、
国

家
と
教
会
に
は
強
い
紐
帯
が
あ
っ
た
ρ

そ
こ
で
、
民
衆
の
持
つ
国
家
に
対
す
る
不
満

は
、
同
時
に
教
会
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
政
教
分
離
論
を
発



生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
教
分
離
論
は
、
「
教
会
(
信
仰
)
か
ら
の
自
由
」
(
二
八

頁
)
を
求
め
る
啓
蒙
運
動
に
発
展
し
、
教
会
の
権
力
衰
退
を
招
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
化
論
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
方
ア
メ
リ
カ
に
は
十
七
世
紀

か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
迫
害
に
苦
し
む
信
仰
熱
心
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
「
信

仰
の
自
由
」
を
求
め
て
移
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
憲
法
上
に
政
教
分
離
を
掲
げ
、
教
会

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
定
義
し
、
自
発
的
に
教
会
を
形
成
し
て
い
く
。
ア
メ
リ

カ
人
の
持
つ
熱
心
な
信
仰
は
、
か
つ
て
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

の
だ
。
宗
教
観
の
差
異
を
歴
史
的
に
見
る
と
、
宗
教
改
革
、
か
引
き
金
と
な
っ
て
、
現

在
ま
で
影
響
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

第
四
章
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
2

・
異
な
る
知
識
人
の
伝
統
」
で
は
、
米
・
欧
両
大
陸

に
お
け
る
知
識
人
の
影
響
と
宗
教
観
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
対
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
図
式
で
比
較
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

宗
教
改
革
よ
り
も
啓
蒙
思
想
が
絶
大
な
力
を
発
揮
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
啓
蒙
運

動
の
力
に
負
け
、
政
治
の
脱
聖
職
化
が
進
ん
だ
。

一
方
、
宗
教
改
革
が
成
功
し
た
イ

ギ
リ
ス
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
受
け
入
れ
、
多
様
な
宗
派
を
迎
え
入
れ
て
い
く
。

結
果
と
し
て
、
国
家
と
英
国
国
教
会
の
取
っ
た
宗
教
多
元
主
義
と
い
う
姿
勢
が
、
ア

メ
リ
カ
に
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
宗
教
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ

ン
ス
の
よ
う
に
知
識
人
が
活
躍
し
た
場
合
は
宗
教
性
が
弱
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
(
ア
メ
リ

カ
)
の
よ
う
に
宗
教
改
革
が
成
功
し
た
場
合
は
多
元
主
義
的
に
宗
教
性
が
保
た
れ
る

の
で
あ
る
。

第
五
章
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
3

・
制
度
的
な
媒
介
」
で
は
、
国
内
的
な
制
度
と
宗

教
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
裁
判
か
ら
宗
教
性
の
差
異
を
伺
え
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
「
合
衆
国
へ
の
忠
誠
の
誓
い
」
を
公
教
育
の
場
で
暗
唱
す
る
こ
と
が

慣
習
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
神
の
下
」
と
い
う
こ
と
ば
が
含
ま
れ
て
い
る
。

二
0
0
0
年
代
初
頭
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
こ
の
「
誓
い
」
が
違
憲
だ
と
い
う
主
張

が
裁
判
へ
と
発
展
す
る
が
、
最
高
裁
は
こ
の
主
張
を
却
下
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
始

め
と
す
る
上
院
・
下
院
の
議
員
た
ち
も
原
告
に
対
す
る
不
快
感
を
表
し
た
。
こ
の
事

例
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
政
治
的
に
宗
教
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
ヨ1

ロ
ッ
パ
で
は
、
国
ご
と
に
司
法
の
態
度
は
異
な
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
に
対
す
る
規
制
(
女

性
の
ヘ
ッ
ド
・
ス
カ
ー
フ
の
着
用
禁
止
な
ど
)
が
共
通
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

宗
教
性
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
性
を
表
出
す
る
熊
盈
で
は
な

く
、
イ
ス
ラ
ム
と
の
差
異
化
に
よ
っ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
蘇
ら
せ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
教
育
に
よ
る
考
察
も
さ
れ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
公
教
育
で
の
宗
教
表
現
を
禁
止
し
て
い
る
点
で
は
共
通

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
国
家
と
教
会
の
関
係
を
断
ち
切
っ
て

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
宗
教
教
育
が
進
ま
ず
、
(
U
E∞
E
E
q
へ
の
関
心
が
低
下
し

て
い
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
宗
教
は
子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
」
と
い
う
考

え
か
ら
、
Z
5
2
n
z
o
o
-
(

家
庭
教
育
)
に
よ
っ
て
宗
教
的
な
心
を
養
う
親
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
教
育
の
有
無
か
ら
も
宗
教
観
に
差
異
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

第
六
章
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
4

・
宗
教
と
社
会
的
差
異
」
で
は
、
社
会
的
な
属
性

の
差
異
と
宗
教
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
宗
教
社

会
学
的
な
意
義
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
階
級
に
着
目
し
た
分
析
で
は
ア
メ
リ
カ
の
宗

教
性
が
際
立
つ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ど
の
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
(
宗
派
)
に
所
属
す

る
か
に
よ
っ
て
、
経
済
力
な
ど
の
社
会
的
地
位
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
階
級
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の
指
標
と
な
る
。
す
る
と
、
階
級
の
移
動
(
上
昇
・
下
降
)
と
共
に
2

宮
E

括
(
改
宗
)

library
ノート注釈
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library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



も
生
じ
る
た
め
、
所
属
宗
派
で
身
分
を
表
せ
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

社
会
と
宗
教
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

方

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は

こ
の
よ
う
な
指
標
は
存
在
せ
ず
、
階
級
は
宗
派
よ
り
も
、
政
党
と
の
関
係
が
強
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
と
信
仰
心
の
分
析
か
ら
は
世
俗
化
論
に
反
論
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
両
大
陸
と
も
高
齢
で
あ
る
ほ
ど
宗
教
的
だ
と
主
張
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
最
近
の
調
査
か
ら
、
こ
の
主
張
を
覆
す
二
つ
の
結
果
が
得
ら
れ
た
の
だ
。

一
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
価
値
観
調
査
の
デ
1

タ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
若
年
層
は
、

礼
拝
参
加
な
ど
の
宗
教
行
事
に
は
参
加
し
な
い
一
方
で
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈

で
あ
る
「
内
な
る
神
(
担
E
O
a
E
B
o
J」
(
一
一
七
頁
)
と
い
っ
た
、
新
し
い
信
仰
形

態
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
青
年
と
宗
教
に

の関
分す
析る
か全
ら国
は調
、査

十三P
代互
の 5
青邑
主仁 ∞ 

か言
親ヤ
と呂、
共同

主?
" p.. 

"'"同頻~
繁信:
に S
出)

席で
しあ
てる
お。

りこ
、の

彼調
ら査

の
意
識
に
は
信
仰
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
両
デ
1

タ

の
分
析
結
果
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
若
者
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
維
持
し
、
ヨ
l

ロ
ッ

パ
の
若
者
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
(
精
神
性
)

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
と
言
え

る
。
つ
ま
り
、
若
者
の
持
つ
高
い
宗
教
意
識
か
ら
も
、
世
俗
化
論
に
反
論
で
き
る
の

で
あ
る
。

第
七
章
「
だ
か
ら
?
政
策
と
の
関
係
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
も
と
に
政
策

的
態
度
に
お
け
る
相
互
理
解
を
模
索
し
て
い
く
。
冒
頭
に
も
示
し
た
よ
う
に
著
者

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
化
論
は
錯
覚
だ
っ
た
と
主

張
し
て
い
る
。
本
書
で
は
こ
れ
を
、
ω
E
g
o
-回
8
5
S

舎
の
「
多
様
な
近
代
(
日
巳
若
目
。

つ
ま
り
、
「
近
代
化
は
世

自
。
島
町
包
国
立g)」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

俗
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
各
文
化
の
特
徴
を
保
持
し
た
ま
ま
発
展
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
の
だ
。
こ
の
「
多
様
な
近
代
」
の
例
に
日
本
が
挙
げ
ら
れ
、
明
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治
維
新
以
降
の
近
代
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
の
伝
統
(
文
化
・
社
会
・
政
治
)
を
維

持
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
著
者
た
ち
は
、
世
俗
的
に
見
え
た
ヨ
!
ロ
ツ

パ
の
宗
教
観
も
「
多
様
な
近
代
」
の
一
例
と
し
て
い
る
の
だ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
性
は
の
ま
怠
g

与
の
表
出
か
ら
確
認
で
き
る
。
冷
戦
中
、
米
・

欧
両
者
は
「
西
側
」
と
い
う
意
識
の
紐
帯
が
あ
っ
た
。
こ
の
組
帯
が
ソ
連
の
崩
壊
に

よ
っ
て
薄
れ
る
と
同
時
に
、
宗
教
観
の
ズ
レ
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
ィ

ス
ラ
ム
の
問
題
な
ど
に
直
面
す
る
と
、
ル
ー
ツ
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
双
方
と
も
蘇
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
米
・
欧
両
大
陸
の
宗
教

性
は
根
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
問
題
と
な
る
相
違
点
と
は
の
E
S
S
S
を
国
家
に

持
ち
込
む
か
否
か
で
あ
る
。
保
守
国
家
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
伝
統
教
会
が
存
続
す
る
一

方
、
移
民
を
含
ん
だ
全
国
民
に
対
す
る
(
フ
ラ
ン
ス
国
民
と
し
て
の
)
同
化
政
策
を

突
き
進
め
て
お
り
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
こ
れ
に
追
従
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
態
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
伝
統
的
な
教
会
が
存
在
せ
ず
と
も
、
国
家
と
宗
教
の
結

び
つ
き
が
強
い
」
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
こ
の
違
い
が
組
齢
の
も
と
と
な
る
。
米
・

欧
両
者
が
良
好
な
外
交
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
双
方
の
相
E
理
解
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
仲
介
者
が
必
要
で
あ
る
。
著
者
た
ち
は
こ
の
仲
介
者
こ
そ
、
イ
ギ
リ

ス
だ
と
主
張
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
英
国
国
教
会
が
あ
る
一
方
、
多
元
主
義
的
品
問
屋
を

取
っ
て
い
る
た
め
、
米
・
欧
ど
ち
ら
の
宗
教
観
に
も
理
解
が
あ
る
の
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
伝
統
教
会
の
現
存
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
だ
が
、
政
策
的
態
度

が
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
り
、
仲
介
役
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
宗
教
国
家
と
世
俗
国
家

と
い
う
バ
イ
ア
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
媒
介
と
し
た
話
し
合
い
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
著
者
た
ち
は
結
論
付
け
て
い
る
。



最
後
に
、
宗
教
社
会
学
と
い
う
学
聞
に
お
け
る
本
書
の
意
義
と
し
て
、
著
者
た

ち
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
こ
れ
ま
で
の
世
俗
化
論
を
踏
ま
え
て
、
宮
田
町
田

国
営
再
O
H
ιは
『
宗
教
社
会
学
、
か
社
会
科
学
か
ら
隔
離
さ
れ
、
孤
立
し
て
い
る
』
と
言
つ

て
い
た
が
、
今
回
の
議
論
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
正
し
い
立
ち
位
置
を
、
社
会
科
学
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
中
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
」
(
一
四
三
頁
)

本
書
の
意
義
と
日
本
で
の
応
用

本
書
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
相
互
理
解
」
に
向
け
た
議
論
は
、

日
本
に
お
い
て
も
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、
応
用
可
能
な
も
の
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。
日
本
で
は
、
熱
心
な
宗
教
者
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
が
、
無
宗
教
者
と
の
考
え
方

が
相
容
れ
な
い
事
態
が
多
々
生
じ
、
米
・
欧
聞
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
相
似
す
る
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
よ
っ

て
、
宗
教
へ
の
関
心
は
カ
ル
ト
と
指
名
さ
れ
た
新
興
の
宗
教
教
団
と
社
会
と
の
対
立
、

衝
突
に
集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
(
演
田

二
O
O
五
)
。
や
は
り
相
互
理
解

の
大
切
さ
を
日
本
で
も
強
調
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
仲
介

と
い
う
解
決
策
を
挙
げ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
こ
れ
に

当
た
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
も
他
国
同
様
、
都
市
化
と
交
通
網
の
発
達
に
よ
っ
て
多
様
な
人
々
が
入
り
乱

れ
て
い
る
。
グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
の
効
果
を
考
慮
す
れ
ば
、
尚
更
で
あ
る
。
結

果
と
し
て
近
代
化
以
降
、
異
質
な
他
者
と
の
交
わ
り
は
不
可
避
な
も
の
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
他
者
と
の
交
わ
り
が
「
相

E
理
解
」
に
向
け
て
働
く
な
ら
ば
、
こ
れ

こ
そ
仲
介
者
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
言
え
ば
、

福
祉
活
動
が
該
当
す
る
。
例
え
ば
、
歴
史
的
に
日
本
の
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
行
つ

て
き
た
の
は
宗
教
者
で
あ
り
、
近
年
で
は
新
宗
教
の
教
団
も
意
欲
的
に
な
っ
て
き
た
。

大
阪
の
釜
ケ
崎
で
は
「
支
縁
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
組
織
が
立
ち
上
が
り
、

宗
教
・
宗
派
を
超
え
た
支
援
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は

支
援
者
と
被
支
援
者
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
も
諸
宗
派
同
士
/
宗
教
者
・

非
宗
教
者
同
士
が
交
流
で
き
る
組
織
で
も
あ
る
の
、
だ
。
ま
た
、
養
育
的
な
福
祉
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
が
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
地

域
的
に
宗
教
が
務
め
ら
れ
る
役
割
、
か
、
相
互
理
解
へ
の
手
助
け
に
な
り
得
る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
宗
教
(
異
宗
教
)
に
対
す
る
バ
イ
ア
ス
が
存
在
す
る
現
状
を

簡
単
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
宗
教
文
化
を
研
究
す
る
演
田
陽
は
、
「
複

数
宗
教
経
験
(
E
m
z
m
-
荘
0
5
0
4
3
8
8
L
E
)」
と
い
う
概
念
を
提
案
し
て
い
る

ニ
O
O
五
山
稲
場
・
楼
井
編

(
演
田

二
O
O
九
)
。
こ
れ
は
漬
田
が
定
義
す
る
概

念
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
「
人
は
基
本
的
に
特
定
の
宗
教
、
ま
た
は
無
宗
教
に
根
ざ

し
て
い
て
よ
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
他
に
関
わ
り
他
を
認
め
る
経
験
こ
そ

必
要
」
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
宗
教
+
α

、
無
宗
教
+
α

、
と
い
う
経
験
の
積
み
重

ね
が
重
要
な
の
だ
。
彼
は
、
宗
教
者
と
他
者
と
の
「
相
互
信
頼
社
会
」
の
形
成
の
た

め
に
は
、
①
非
暴
力
性
、
②
行
動
の
自
由
、
③
正
当
な
評
価
、
の
三
条
件
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
全
て
満
た
す
も
の
こ
そ
H
E

だ
と
主
張
し
て
い
る
。
筆
者

片
岡
置
を
多
く
得
ら
れ
る
場
こ
そ
、
地
域
的
な
社
会
活
動
や
行
事
で
あ
り
、
こ
れ

が
相
E
信
頼
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
一
歩
は
、

自
を
得
る
こ
と
か
ら
で
も
、
再
開
が
有
意
義
だ
と
理
解
す
る
こ
と
か
ら
で
も
踏
み

出
せ
る
。
演
田
が
言
う
よ
う
に
、
相
互
理
解
が
必
要
な
時
代
で
は
、
他
者
と
関
わ
り
、
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他
者
を
認
め
る
こ
と
が
改
め
て
重
要
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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